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JENESYS2015（招へいプログラム）  

（対象国：シンガポール,(社会)コミュニティーサービス関係者交流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、シンガポールよりコミュニティーサー

ビス分野に従事する社会人 11 名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関

する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、2月 29 日から 3月 8日まで

の 8泊 9日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

シンガポール 11 名 

 

３．訪問地 

東京都、長野県 

 

４．日程    

2 月 29 日（月）   羽田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

3 月 1 日（火） 【日本理解講義・基調講演】 

 【フィールドワーク】目黒天空庭園 

3 月 2 日（水） 東京都から長野県へ移動 

 【歴史的建造物視察】善光寺 

3 月 3 日（木） 【地域産業視察】ジャンプ競技場、白馬五竜スキー場 

        【自然・環境視察】大町市広域環境プラント、 

金森建設太陽光発電所 

3 月 4 日（金） 【表敬訪問】白馬村役場 

        【フィールドワーク】白馬村村議会（議員との懇親・模擬議会）、 

         コミュニティーサービス施設見学 

        【ホームステイ対面式】、【ホームステイ】 

3 月 5 日（土） 【ホームステイ】 

3 月 6 日（日） 【地域産業視察】大王わさび農場 

 【ワークショップ（報告会準備）】、【ホームステイ歓送会】 

3 月 7 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

 【報告会】（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

3 月 8 日（火） 羽田国際空港より出国 
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５．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

  

3/1【日本理解講義・基調講演】（東京都） 
3/1 【フィールドワーク】目黒天空庭園  

（東京） 

  

3/3 【自然・環境視察】大町市広域環境プラ

ント 

3/4【フィールドワーク】白馬村村議会（白

馬村） 

  

3/6【ホームステイ歓送会】（白馬村） 3/7【報告会】（東京都） 
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６．参加者の感想   

 

◆ シンガポール社会人 

 一番興味を持ったのは、目黒区の取り組みです。首都高のジャンクション建設に合わ

せた再開発の中で、目黒区地区サービス事務所、図書館、会議室、天空庭園、広場など

を造り、区民が集える場となっています。とても勉強になり、私たちの取り組みのヒン

トになりました。また、住民自身が自分たちの為によりよい街づくりをしようという共

通の意識をもって取り組んでいることにも素晴らしいと思いました。他人への気遣い、

もてなしの心、些細なことにも注意を払うなど、ちょっとしたことが、日本の美しい文

化の根幹にあると思います。このような有意義なプログラムに参加できたことを誇りに

思います。必ず、また日本にやってきます。 

 

◆ シンガポール社会人 

 印象に残ったのは、日本人の礼儀正しさともてなしの心です。いつも明るく、元気。

白馬村役場を訪問した際、2014 年に大地震に襲われたことを知りました。犠牲者が出

なかったことに安堵するとともに、このような短期間で見事に復興していることに驚き

ました。そして、それができたのは、近隣の人たちがお互いに信頼し、支え合っている

からで、白馬村の素晴らしいところだと思います。長野県は、まだ多くの外国人には知

られていませんが、この美しい長野県白馬村を訪れることができて光栄に思っています。

帰国後、必ず仲間に長野県のことを伝えます。 

 

◆ シンガポール社会人 

 一番印象に残ったのは、地球の環境を守るために、日本人はいかに真剣に取り組んで

いるかということです。大町市では、市民自らこのプラントに足を運び、リサイクル活

動に取り組んでいます。空き瓶は、廃棄する前に洗います。プラントにやってきた市民

は、種類ごとに分別された場所にそれぞれのゴミを廃棄していきます。シンガポールで

は全く状況が違います。確かに、「earth hour（地球の時間）」というイベントを開催し

ている行政区もあり、このイベントに参加する住民は数時間電気を使わないようします。

しかし、それもイベントの時だけで、それ以外に節電に取り組む住民はいません。また、

毎月リサイクルプログラムに取り組んでいる行政区もありますが、住民が資源ごみ回収

に取り組むのは、その見返りに何がしかを受け取ることができるからです。そのような

動機付けなしに、リサイクルに取り込むシンガポール人はいないのです。 
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７．参加者の報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/  

参加者のプログラム中の発信内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプラン Instagram 発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook 発信  

 


